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NPO法人

水都東京を創る会 2023 年５月の活動
20230520

2023 年最初の “水都 3つの薫風のクルーズ” 開催 !!
～天候が不安定の中で最終便では晴れ間もみえ、多くの方々に乗船して頂けました～

４月の “水都３つの春粧クルーズ” は天候が悪く中
止、５月 20 日に “水都の 3 つの薫風のクルーズ” を
開催し、これが今年の初クルーズとなりました。１便
は “震災復興橋梁群周遊クルーズ”。小雨に見舞われ
る中、橋の来歴や構造などを、ガイド初山が分かりや
すく解説しました。２便は “渋沢栄一の足跡を訪ねる
クルーズ” として、日本近代資本主義の父・渋沢栄一
に関わる場所を、ガイド朝倉が乗船客の質問にも答え
ながら、水辺から巡りました。３便の “江戸湊から東
京港周遊クルーズ” は、江戸の歴史を残す浜離宮など
から、最新の水辺の拠点や東京五輪のその後の施設ま
で、ガイド沖田が詳細に案内しました。
水辺に集い、散策を楽しむ多くの方々、そして乗船
された方々から、日々の暮らしを取り戻そうとしてい
る逞しい姿を実感することが出来ました。

聖橋

日本橋船着場で受付準備

日証館

ガイド　沖田

旧国鉄の紋章

乗船を待つ人々

浜離宮と東京タワー

常盤橋公園の渋沢栄一像ガイド　朝倉

常磐橋

そぼ降る雨に打たれるカモ

ウォーターズ竹芝

●１便 “震災復興橋梁群周遊クルーズ”
ガイド  初山

●２便 “渋沢栄一の足跡を訪ねるクルーズ”

●３便 “江戸湊から東京港周遊クルーズ”

●水辺から手を振る人々

有明アリーナ



熈代勝覧絵巻に関する研修会　　　　　　　20230608

本会が会員である“日本橋地域ルネサンス 100 年計画委員会”の観光部会で開催された「熈
代勝覧絵巻に関する研修会」に参加しました。江戸東京博物館名誉研究員 小澤弘氏（江戸
東京博物館前館長）による「熈代勝覧～ 200 年前の日本橋繁昌絵巻の魅力～」と題した講
演から、当時の日本橋における賑わいと、生き生きとした暮らしが、目の前に再現された
かのような熈代勝覧の拡大映像や小澤先生の詳細な説明に、私共の活動にも得ることが沢
山ありました。

□研修会風景

【講演日時】
2023 年６月８日（木）14：00（開場）

【会場】
日本橋１６２ビル８階会議室

【主催】
日本橋地域ルネッサンス 100 年計画委員会　観光部会

【研修会プログラム】
講演　熈代勝覧　～ 200 年前の日本橋繁繁昌絵巻の魅力～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江戸東京博物館名誉研究員　小澤 弘
質疑応答



NPO法人

水都東京を創る会 2023 年６月の活動
20230617

“向暑を航走する水都独自の３クルーズ” 開催 !!
～少し暑いくらいの良い気候の中で、様々な場で水辺の賑わいを感じられたクルーズとなりました～

６月の晴天に恵まれたなか、“向暑を航走する水都
独自の３クルーズ” を開催しました。１便はガイド石
井（栄）による “震災復興橋梁群周遊クルーズ”。震
災復興にまつわる橋の来歴や河岸地域の歴史などを解
説しました。２便は “W ロックゲートクルーズ”。荒
川まで巡る舟旅を、ガイド三坂が丁寧に解説しました。
３便の “江戸湊から東京港周遊クルーズ” は、新旧が
混在する浜離宮、変貌するお台場、東京五輪後の施設
まで、金子・沖田のWガイドで詳細に案内しました。
この天候に恵まれ、多くの方々が、様々なイベント
や催しに、水辺に集い・楽しみ・憩う様子から、新た
な東京の水辺の魅力を実感しました。私たちも、その
魅力の一つとして貢献できるようにと思っています。

船から手を振る乗客（隅田川）

日本橋船着場で受付準備

荒川の開放的な景観

ガイド　金子

荒川ロックゲート

手を振る人（青色の空と清洲橋）ガイド　三坂

聖橋と工事が進む御茶ノ水駅

浜離宮のカップル

●１便 “震災復興橋梁群周遊クルーズ”
ガイド  石井（栄）

●２便 “Wロックゲートクルーズ”

●３便 “江戸湊から東京港周遊クルーズ”

トリトンスクエア

ガイド　沖田

INOUE BLDG.2（亀島川） 橋が落とす影（茅場橋）

（仮称）内神田一丁目計画（船着場と人道橋）



玉川上水上下流連携総括シンポジウム　　　20230719

2023 年７月 19 日に開催された「第 6 回 玉川上水・分水網関連遺構 100 選の展示と上
下流連携総括シンポジウム」、東京の水辺を基盤として活動する団体として、当会から多く
の方が参加しました。

□山本中央区長の挨拶

【講演日時】
2023 年 7月 19 日　午後２時から

【会場】
銀座ブロッサム中央会館

【主催】
玉川上水・分水網を生かした水循環都市東
京連絡会

【共催】
中央区、日本橋水辺研究会、外濠再性懇談
会、玉川上水ネット、５大学（中央大学、
法政大学、東京理科大学、東京大学、日本
大学）

【後援】
東京都、国土交通省、内閣官房水循環政策
本部事務局他

【シンポジウムプログラム】
挨拶　東京都都市整備局　湯川技官
　　　　　　　（都知事挨拶の代読）
開催地挨拶　山本中央区長

講演１　「江戸文化と玉川上水」
　　　　　　　　　　　　法政大学前総長　田中 憂子

講演２　「江戸・東京の水まわり」
　　　　　　　　　　　　　　　        作家　門井 慶喜

講演３　「玉川上水上下流を中心とした東京の水
循環」

　　　　　　　    中央大学研究開発機構教授　山田 正



【総会プログラム】
総合司会　上林相談役

第１部　第 13 期総会
　　議事進行　保坂理事

〈概要〉
・前期活動報告と会計報告　早瀬理事長
・監査報告　　　　　　　　藤原監事
・その他
早瀬理事長の辞任表明（来期）
短期借入金の取り扱いについて
（仮称）新体制発足準備会の設置　等

第２部　講演　「東京　失われた堀と川」
～今、川迫に伝えたい～

公益財団法人えどがわ環境財団理事長 
公益財団法人リバーフロント研究所理事

土屋信行
第３部　シンポジウム
「東京の水辺再生と水都東京を創る会の果たす
役割は？」

　　　　　　　   司会 畠山副理事長
〈主な意見等〉
・集客の方法と安定化を図ることが大事であり、さらに
水辺の好きな方々などの繋がりから、シンポやセミ
ナーまち歩きなど輪を広げていきたい（松本さん）

上林相談役
総会風景

【開催日時】
2023 年 8月 26 日　午前 10 時から

【会場】
ホテルかずさや　会議室（２階）

【出席者】　総会
NPO法人水都東京を創る会会員
出席者 19 名　委任状 10 名
会員 38 名
司会 保坂理事

講演 土屋信行氏を紹介する須永副理事長

シンポジウム登壇者 松本さん、工藤（麻）さん、石井（建）さん

・スリバチ学会から派生した「東京凹凸倶楽部」を松本さんとともに活動している。また、川越のまち
歩きや新宿 DeepZone＆歴史探訪などを実施し、これに関わる本を自費出版している。水都でもこれ
らの活動を生かした参加をしていきたい。（石川さん）
・船が好きで、ガイドの勉強をしながら船に乗れるということでこの会に参加している。先ほど土屋先
生からのお話もあったが、水辺の視点から見た防災の在り方についても興味がある。これらのことに
ついて楽しみなからも学べる、実践していけるようなことが出来れば良いのではないか。（工藤さん）
・日本橋を生活の場にしているものとして、生活の視点から水辺を楽しみ、ガイドを通して乗船する方々
の安全を確保しつつ、新たな発見や水辺の楽しさを伝えていきたい。（三坂）
・水都の活動の柱の一つは舟運であり、こ
の事業を円滑に運営する事が大事であ
る。早い情報の発信、申し込みやすさ（ス
マホ対応）などとともに、水都への集客
の確保を図ることが必要である。（金子
さん）　

〈今後…〉
頂いた多くのご意見に基づき、今
後は来期の新しい水都に向けて、皆
様方と共に議論を深め、具体的な体
制を構築していきたいと考えていま
す。ご協力を宜しくお願い致します。



NPO法人

水都東京を創る会 2023 年９月の活動
20230９16８

“水都 3つの新涼の３クルーズ” 開催 !!
～暑い日々が続く中、川風から少しの秋を感じられるクルーズとなりました～

「新涼」にはほど遠く、真夏のような日々が続く中、
“水都３つの新涼の３クルーズ” を開催しました。１
便はガイド沖田・金子による “江戸湊から東京港周遊
クルーズ”。特色ある新旧東京の水辺の変遷を解説し
ました。２便は “震災復興橋梁群周遊クルーズ”。ガ
イド川口・三坂が、日本橋川～神田川～隅田川と巡る
コースの震災復興にまつわる橋梁とまちについて解説
しました。３便の“江戸湊から東京港周遊クルーズ”は、
歴史ある場所や新たな水辺のスポットなど、変貌する
東京湾を、ガイド石井（建）・松本の掛け合いで解説
しました。
今回は集客に力を入れた成果で、多くの方々に乗船
して頂くとともに、「水都大阪」から泉英明さんの乗
船もありました。今後は、広域的な水辺の連携も視野
に入れた活動を進めていきたいと思います。

旧築地市場

日本橋船着場で受付準備

昌平橋で手を振る家族

ガイド 石井（建）

江戸城の外簿の石垣

動輪マーク（1909 年制定 / 外濠橋梁）ガイド 川口

亀島川からスカイツリー

レインボーブリッジ

●１便 “江戸湊から東京港周遊クルーズ”
ガイド 沖田

●２便 “震災復興橋梁群周遊クルーズ”

●３便 “江戸湊から東京港周遊クルーズ”

３便の船内風景

「水都大阪」から来て頂いた泉英明さん

首都高の地下化と再開発が進む日本橋

早くから受付を待つ乗客

ガイド 金子

ガイド 三坂

ガイド 松本 

有明アリーナで手を振る人々

ららぽーと豊洲（豊洲船着場）



NPO法人

水都東京を創る会 2023 年 10 月の活動
20231021

“水都２つの秋涼のクルーズ” 開催 !!
～晴天で寒くもなく、深い秋の中を、多くの人々と船が行き交う、印象的なクルーズでした～

この所、船着場周辺の日本橋の賑わいも戻りつつあ
り、10月というのに暖かな土曜日となりました。
１便はガイド松本と沖田による “小名木川・隅田川・
亀島川舟遊クルーズ”。水辺から防災を考え、そして
水辺に絡む歴史や文化などを解説しました。２便は“日
本橋川・神田川・隅田川周遊クルーズ”。ガイド早瀬が、
江戸から現代へと交錯する歴史や新たな水辺の開発、
震災復興橋など、様々な視点により周遊するルートを
案内しました。
２便の３便の間には、「舟運を通して水の文化を探
る」とした芝浦工大建築学科 OB 会による貸し切り便
“秋のWロックゲートクルーズ” を運行しました。
水都では、熟練のガイドによる舟運だけではなく、
様々なクルーズの企画を実施していきます。更なる皆
様の参加とご協力をお願い致します。

永代橋と大川端リバーシティ 21

日本橋船着場で受付準備

浅草橋　船宿三浦屋聖橋と丸ノ内線

紅梅橋高架下ガイド早瀬

扇橋閘門

●１便 “小名木川・隅田川・亀島川舟遊クルーズ”

●２便 “日本橋川・神田川・隅田川周遊クルーズ”

カヌーの練習（小名木川）

大横川からスカイツリー

受付開始

ガイド 松本

●舟運を通して水の文化を探る “秋の W
ロックゲートクルーズ” 芝浦工大建築
学科OB会

ガイド 沖田

のぞき込む親子（クローバー橋）手を振る親子（清洲橋）

荒川



NPO法人

水都東京を創る会 2023 年 11 月の活動
20231118

“水都 3つの深秋クルーズ” 開催 !!
～晴天で寒くもなく、深い秋の中を、多くの人々と船が行き交う、印象的なクルーズでした～

天候に恵まれ、インバウンドなどの影響で人出も多
く、活気が感じられる土曜日となりました。１便はガ
イド金子による “日本橋・神田川・隅田川舟遊クルー
ズ”。江戸から近代、そして現代に至る水辺からみた
歴史の変遷を分かりやすく解説しました。２便は “亀
島川・江戸湊から東京港舟遊クルーズ”。ガイド石井
（建）・三坂が、江戸と現代が混在する川辺の風情や様々
な拠点が点在する東京湾などを案内しました。徐々に
夕闇が迫る頃、３便の “W ツリー・東京港・隅田川
橋梁群ライトアップクルーズ” が出港し、水辺からラ
イトアップされた橋梁やツリー、街並みの夜景など、
ガイド早瀬が詳細に解説しました。
水都の今年最後のクルーズで、多くの方々に乗船し
て頂く事が出来き、本会の新たな来期の活動に弾みが
つくイベントとなりました。

ヒミコとエメラルダス（隅田川）

日本橋船着場で受付準備

選手村跡地のHARUMI FLAG

ガイド 早瀬

浜町公園で手を振る老年グループ

新亀島橋からスカイツリーガイド石井（建）

手を振る子供たち（神田川）

東京タワー

●１便 “日本橋・神田川・隅田川舟遊クルーズ”

●２便 “亀島川・江戸湊から東京港舟遊クルーズ”

●３便 “Wツリー・東京港・隅田川橋梁群ライトアップクルーズ”

勝鬨橋

永代橋

江戸城の石垣（日本橋川）

乗船を待つ乗客

ガイド 金子

ガイド 三坂

清洲橋とスカイツリー

ららぽーと豊洲（豊洲船着場）




